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今月の
表　紙

　今月の表紙は、11月18日に行われた総合防災訓
練で、消防本部職員が救出訓練をしている写真で
す。当日は多くの参加者が会場につめかけました。
次ページでは訓練の様子などを紹介します。

まちの未来を守る
　　総合防災訓練

まちの総合情報誌
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平成30年度  総合防災訓練

①起震車で地震を体験 ②防災無線などについて話を聞
く参加者 ③非常食の販売コーナーで商品の確認をします 
④消火器の使用方法を確認 ⑤故障車を移動させる訓練 
⑥エアーテントへ傷病者を搬送します ⑦倒壊家屋からの
救出訓練 ⑧本部長（町長）へ報告をする消防団員 ⑨非常
時に使用する給水袋を配布 ⑩災害ボランティアの説明を
受ける参加者 ⑪京都府女性の船による紙芝居「水とのた
たかい」 ⑫煙体験ハウスで火災時の避難体験 ⑬ドローン
展示に視線が集中 ⑭AEDを使用した心肺蘇生の訓練 
⑮展示している白バイに乗る参加者

①

⑤

⑨

⑩

⑪⑫

⑬

⑭⑮

②

③④

⑥

⑦⑧

ま
ち
を
守
る
ヒ
ト
た
ち
の
ま
な
ざ
し

　

11
月
18
日
、
5
年
に
1
度
の
「
久
御
山

町
総
合
防
災
訓
練
」
を
久
御
山
中
央
公
園

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
新
た
に
整
備

を
進
め
て
い
る「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」

か
ら
の
訓
練
放
送
と
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
訓
練
）
を
合
図
に
訓
練
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
訓
練
放
送
と
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
訓
練
）
を
用
い
て
、
そ
の
場
で
地
震
の

揺
れ
か
ら
身
を
守
る
安
全
行
動
（
ま
ず
低

く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
）
を
と
る
よ

う
情
報
伝
達
を
行
い
、
そ
の
あ
と
避
難
場

所
を
中
央
公
園
と
想
定
し
、
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

約
千
人
が
集
ま
っ
た
訓
練
会
場
で
は
、

災
害
が
起
き
た
際
、
町
で
設
置
す
る
「
災

害
対
策
本
部
」の
様
子
を
公
開
し
ま
し
た
。

会
場
内
訓
練
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
被
災
状
況
確
認
や
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
出
訓
練
、
火
災
消
火
訓
練
、

緊
急
物
資
搬
送
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

訓
練
後
は
、
関
係
機
関
な
ど
に
よ
る
展

示
や
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、

防
災
用
品
や
非
常
食
な
ど
の
話
に
積
極
的

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
や
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、

A
E
D
訓
練
、
給
水
訓
練
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
町
で
は
洪
水
や
地
震
に
適
切
な

対
応
を
と
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
広
報
く
み
や
ま
11
月
15
日

号
と
同
時
配
布
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
自
分
自
身
と
家
族
の
安
全
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
は
じ
め
に

立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
の
井

上
学
さ
ん
が
、「
地
域
の
み
ん
な
で
取

り
組
む
私
た
ち
の
公
共
交
通
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、「
久
御
山
町
の
将
来
の

姿
」
を
テ
ー
マ
（
ま
ち
づ
く
り
と
公
共

交
通
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た
め

テ
ー
マ
に
設
定
）
に
「
5
年
後
の
将
来
」

「
10
年
後
の
将
来
」「
30
年
後
の
将
来
」

に
つ
い
て
、
19
人
の
参
加
者
が
意
見
交

換
を
行
い
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

■
１
班
の
発
表

　
「
農
業
が
盛
ん
」「
古
い
村
が
多
く
人

の
結
び
つ
き
が
強
い
」「
ま
ち
の
駅
に

行
く
と
バ
ス
が
あ
る
の
で
便
利
」
と

い
っ
た
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
「
御
牧
地
区
と
佐
山
地
区
と
で
公

共
交
通
の
充
実
度
の
格
差
が
大
き
い
」

「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
が
夕
方
以
降
、

運
行
し
て
い
な
い
」「
車
の
通
行
量
が

多
く
、
自
転
車
に
乗
る
の
が
怖
い
」
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

5
年
後
に
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
ま

　

5
年
後
は
中
学
校
に
通
う
た
め
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
、
中
学
校
に

通
い
た
い
と
思
え
る
環
境
を
整
備
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
10
年
後
は
「
ま
ち

の
観
光
面
が
弱
い
の
で
、
ま
ち
の
風
土

を
し
っ
か
り
と
勉
強
し
た
う
え
で
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
大
事
」

や
「
子
ど
も
が
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
を
経
て
、
町
内
の
企
業
に
就
職
し
た

い
と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
30
年
後
は
、
西

日
本
の
つ
く
ば
市
、「
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
シ
テ
ィ
」
を
め
ざ
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
日
本
で
最
初
の
無

人
運
転
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

き
い
」
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

5
年
後
は
「
バ
ス
停
の
整
備
や
の
っ

て
こ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
時
間
の
拡
大
」

「
の
っ
て
こ
バ
ス
の
復
活
」「
一
般
人
も

乗
れ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
中

学
校
へ
の
交
通
手
段
を
確
保
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
10
年
後
は
「
地

元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
促
進
」「
学
校
給

食
で
の
地
元
農
産
物
の
提
供
促
進
」「
い

つ
ま
で
も
今
の
久
御
山
町
で
あ
っ
て
欲

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

30
年
後
は
、
高
齢
者
も
大
事
で
す
が
、

子
ど
も
も
大
事
で
す
。
子
ど
も
を
中
心

と
し
た
公
共
施
設
が
で
き
た
ら
良
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
状
を
大
事
に
し

て
、
現
状
維
持
に
も
努
め
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

■
４
班
の
発
表

　
「
町
内
に
三
つ
の
小
学
校
が
あ
り
、

子
育
て
の
し
や
す
さ
や
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
」
が
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
「
道
路
の
街
灯
や
公
園
が
少
な

い
」「
交
番
の
数
が
少
な
い
」「
中
学
校

に
通
う
子
供
の
交
通
事
故
や
不
審
者
な

ど
に
不
安
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
子
育

て
目
線
で
の
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
30
年
後

は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
や
路
面
電
車
の
駅
が

あ
り
、
魅
力
を
創
出
し
て
観
光
を
促
進

し
、
子
育
て
世
代
が
移
住
し
た
い
と
思

う
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
人
口
2
万
人
を
め
ざ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
３
班
の
発
表

　
「
税
金
が
安
く
、
子
育
て
も
し
や
す

い
」「
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
地

域
は
大
久
保
や
中
書
島
方
面
に
行
く
の

に
便
利
」「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
も
町

内
を
低
コ
ス
ト
で
移
動
で
き
る
」
と

い
っ
た
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
「
公
共
交
通
の
地
域
間
格
差
が
大

ち
に
す
る
た
め
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整

備
や
東
一
口
の
桜
並
木
通
り
に
「
桜
公

園
」
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
10
年
後
は
「
企
業
と
連
携
し
て

京
阪
電
車
や
近
鉄
電
車
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
良
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
30
年
後
は
「
観
光
資
源
の

た
め
、
日
本
遺
産
を
作
り
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
２
班
の
発
表

　
「
財
政
状
況
が
良
い
」「
車
が
あ
る
と

便
利
に
暮
ら
せ
る
」「
第
二
京
阪
道
路

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
大
阪
方
面
や

京
田
辺
市
に
行
き
や
す
い
」
と
い
っ
た

魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
方
で「
ま

ち
に
観
光
地
が
無
い
」「
道
路
が
渋
滞

し
て
バ
ス
が
遅
れ
る
」「
車
を
持
っ
て

い
て
も
淀
方
面
や
大
久
保
方
面
に
行
き

に
く
い
」
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

5
年
後
に
、
流
れ
橋
の
田
園
風
景
を

生
か
し
て
「
川
の
駅
」
を
作
り
、
観
光

地
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
10
年
後
は
「
道
路
を
拡
げ
て
バ
ス

専
用
レ
ー
ン
を
作
る
と
、
バ
ス
が
遅
れ

ず
に
運
行
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」「
観

光
で
来
訪
者
が
増
え
た
ら
知
名
度
も
向

上
し
て
、
活
気
が
出
て
く
る
と
思
う
」

ま
ち
づ
く
り
と

公
共
交
通
の
た
め
に

ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
を

中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

駅
の
あ
る
ま
ち
、

人
口
2
万
人
を
め
ざ
す

現
状
を
大
事
に
し
て

久
御
山
町
ら
し
さ
を
出
そ
う

西
日
本
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

シ
テ
ィ
ー
を
め
ざ
す

　これからのまちづくりと公共交通を考える「地域公共交通ワーク

ショップ」を10月17日㈬、役場5階コンベンションホールで開催しました。

ワークショップの報告書は町ホームページで公開しています。

問合せ／新市街地整備室

まちづくりと公共交通をみんなで考える

▲町職員と一緒に議論をしました

▲発表にみんなの視線が集まります
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町
で
は
、「
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
1
3
7
」
を
活

用
し
た
取
組
を
推
進
し
、
地
域
振
興
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11
月
1
日
、「
地
域
振
興
に

関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
㈱
京
都
放
送
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ

京
都
）
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、①
久
御
山
町
を
象
徴
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
の
電
波
塔
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
②
電
波

塔
と
い
う
公
共
放
送
施
設
に
お
い
て
、
そ
の
維
持
存

続
に
関
す
る
こ
と
③
町
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
久
御
山
町
の
情
報
発
信
に
関
す
る
こ
と
④
そ
の
他

地
域
振
興
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

役
場
で
開
か
れ
た
締
結
式
で
、
信
貴
康
孝
町
長
は

「
久
御
山
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
住
民
や
事
業

者
に
愛
さ
れ
、
誇
り
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
㈱
京
都
放
送
の
細
井
俊
介
社
長
は

「
必
要
な
情
報
を
確
実
に
提
供
す
る
こ
と
が
弊
社
の

使
命
。
愛
称
と
協
定
で
久
御
山
町
と
よ
り
近
い
存
在

に
な
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

町
で
は
町
制
施
行
65
周
年
を
来
年
に
控
え
、
こ
れ

を
契
機
に
、
今
後
も
町
の
魅
力
発
信
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

KBS京都ラジオ電波塔の愛称決定

　一般募集していたＫＢＳ京都ラジオ電波塔の愛称が「くみやま夢タワー137」に決定しました。
　また、「くみやま夢タワー137」を活用した取組を推進するため、㈱京都放送（ＫＢＳ京都）と包括連
携協定を締結しました。まちの魅力やイメージアップ、そして、地域を象徴するランドマーク実現に向
けて取り組んでいきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ／産業課

いちさんなな

町では、中小企業の皆さんを対象に、産業振興制度を設置しています。
問合せ／産業課

久御山町と地域の夢を発信する「くみやま夢タワー137」
中小企業のみなさんへ

■制度の概要

産業振興制度をご活用ください

　昨年11月から今年5月までの愛称の募集には

468通の応募がありました。たくさんのご応募、あ

りがとうございました。その中で、3人から応募が

あった「くみやま夢タワー」「くみやま ゆめタワー」

をもとに、高さ137㍍をアピールする「くみやま夢

タワー137」に決定しました。

　愛称の「くみやま夢タワー137」には、「夢を持っ

て発展する久御山町のシンボルとしての存在をイ

メージ」や「見る人に夢と希望を与えてくれる」、

「久御山町の夢を創造し、未来へ広げる電波塔」と

いった想いが込められています。また、京都タワー

よりも6㍍高く、名実とも久御山町のランドマーク

として住民や町内事業者に愛され、誇りにしても

らえるよう願いを込めています。

す
。
取
扱
金
融
機
関
は
近
畿
労
働
金

庫
で
す
。

■
融
資
額
／
10
万
円
〜
5
0
0
万
円

■
利
率
／
年
1
・
98
％　

■
期
間
／
1
5
0
万
円
以
下
（
無
担

保
・
10
年
）、
1
5
0
万
超
え
（
有

担
保
・
15
年
）

■
対
象
者
／

①
町
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居

住
す
る
給
与
所
得
者
で
、
今

後
も
町
内
に
居
住
す
る
者
で

あ
る
こ
と

②
現
在
の
勤
務
先
に
1
年
以
上
勤

続
す
る
勤
労
者
で
あ
る
こ
と

③
町
税
の
完
納
者
で
あ
る
こ
と

④
金
庫
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。
未

組
織
勤
労
者
は
「
京
都
勤
労
者

互
助
会
」
に
入
会
す
る
こ
と

⑤
年
間
総
収
入
金
額
が
1
5
0
万
円

以
上
1
千
万
円
以
下
の
者
で

あ
る
こ
と

　

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

京
都
府
労
働
者
生
活
資
金
特
別
融

資
制
度
等
に
よ
る
育
児
休
業
資
金
融

資
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
保
証
料

及
び
利
子
に
対
し
て
補
給
を
行
う
も

の
で
す
。
取
扱
金
融
機
関
は
近
畿
労

働
金
庫
で
す
。

　

開
発
・
製
作
し
た
製
品
を
公
的
機

関
等
の
開
催
す
る
展
示
会
等
に
出
展

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
久
御
山
の
産
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。

■
助
成
額
／
助
成
対
象
経
費
の
2
分

の
1
以
内
（
上
限
40
万
以
内
）

※
た
だ
し
、3
年
度
で
上
限
1
0
0

万
円
以
内
と
す
る
。
こ
の
場
合

の
3
年
と
は
連
続
、
不
連
続
を

問
わ
な
い　

■
対
象
経
費
／
出
展
及
び
移
送
に
要

す
る
経
費
（
人
件
費
、
旅
費
、
食

糧
費
に
係
る
経
費
は
除
く
）　

■
対
象
者
／

①
町
内
に
1
年
以
上
住
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
で
あ
る
こ
と

②
1
年
以
上
継
続
し
て
同
一
事
業

を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
で

あ
る
こ
と

③
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

在
勤
者
に
対
し
て
、
自
ら
居
住
す

る
住
宅
の
新
築
、購
入
、増
築
、改
築
、

補
修
及
び
住
宅
の
付
帯
工
事
資
金
を

低
利
か
つ
長
期
に
融
資
す
る
制
度
で

　中小企業者に対し、事
業資金を低利で融資を行
い、事業者負担の軽減と
経営の安定、健全な発展
を図ることを目的とした制
度です（右表参照）。

魅
力
発
信
に
向
け
、

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
と
包
括
連
携
協
定

○
展
示
会
等

　

出
展
支
援
助
成
制
度

○久御山町中小企業低利融資制度（略称「マル久制度」）

○
勤
労
者
住
宅
資
金

　

融
資
事
業

○
育
児
休
業
資
金
融
資
保
証
料

　
及
び
利
子
補
給
事
業

融資限度額

融資利率

融資期間

融資対象者

連帯保証人

取扱金融機関

信用保証料補給

利子補給

運転資金2千万円以内・設備資金3千万円以内
ただし、運転資金と設備資金の合計で上限3千万円以内

・久御山町内に1年以上住所を有する中小企業者であること

・個人事業者の場合、久御山町内に代表者が住所を有していること

・法人事業者の場合、久御山町内に本店または支店を登記していること

・1年以上継続して同一事業を営んでいる中小事業者であること

・町税の滞納が無いこと

・京都信用保証協会の保証対象業種であること

年1.4％（平成30年12月1日時点）

運転資金5年・設備資金7年

法人代表者以外の連帯保証人不要

京都銀行、京都中央信用金庫、京都信用金庫、南都銀行の各営業店

信用保証料2分の1を補給

支払利子全額を2年間補給

▲協定を交わした細井俊介社長
　（左）と信貴康孝町長

▲愛称が「くみやま夢タワー137」に決まったKBS京都ラジオ電波塔
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トピック
Kumiyama

topic

給水体験に取り組む
日本水道協会合同防災訓練

問合せ―上下水道課

　11月14日、日本水道協会の京都府支部と関西地方支
部の合同防災訓練が役場駐車場で行われ、参加者が災害
時の給水体験を行いました。この訓練は、災害時に水道施
設に漏水や断水が発生した際、給水車による給水支援活
動を行うことを想定したもので、久御山町を含む会員市町
村が主体となって訓練に取り組みました。はじめに、給水槽
を組み立て、給水栓を設置します。最後に、参加者が専用
の袋を使用して給水体験をし、訓練を終えました。

トピック
Kumiyama

topic

平和の尊さを心に刻む
戦没者追悼式

問合せ―住民福祉課

　先の大戦で犠牲となった戦没者の冥福を祈る「戦没者
追悼式」が11月16日に開催され、約170人が参列しまし
た。信貴町長が「平成という時代が、終わりを迎えようとす
る中で、改めて戦争の悲惨さと平和の尊さを深く心に刻
み、次の世代に記憶を継承していく責務を果たします」と
式辞を述べました。参列者が標柱に向かい手を合わせ、白
菊を献花、戦没者の冥福を祈ったあと、最後に遺族会長の
吉村康さん（下津屋）が謝辞を述べました。

町公式インスタグラム
くみやまのええとこ
　　　　見つけませんか

kumiyama_town
まちのええとこ発信中
みんなで投稿しましょう！

「インスタグラム公式アカウント」でまちの
風景やイベントの様子を中心に投稿して
います。利用者にも「#ええとこくみやま」
をキーワードに投稿してもらうことで、な
かなか気づかない、久御山町の「いいとこ
ろ」を発見していきます。くみやまの「ええ
とこ」をみんなで発見しませんか。

登録はこちらから！→

　
「
人
権
」と
は「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
」
で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て

も
身
近
で
大
切
な
も
の
、
日
常
の
思
い
や
り
の
心
に

よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

一
昨
年
は
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
4
月
、「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
が
6
月
、「
部
落
差
別
解
消

推
進
法
」
が
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
世
界
人
権
宣
言
が
国
連
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
70
周
年

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会
で
は
あ
ら
ゆ
る
理
由

で
差
別
を
受
け
、
命
が
奪
わ
れ
た
り
、
心
身
と
も
深
く

傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
最

近
で
は
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
た
い
じ
め
や
人
権
侵
害
な
ど
、
人
権
問
題
も

多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
4
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
他
人
の
人
権
に
十
分
配
慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
の
12
月
4
日
㈫
の
午
後
3
時
30
分
か
ら
イ
オ

ン
モ
ー
ル
久
御
山
と
周
辺
で
、
人
権
意
識
の
向
上
を
め

ざ
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
人
権
相
談

　

人
権
侵
害
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
不
当
な
差
別
や
暴
行
、

虐
待
な
ど
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
役
場
総
務
課
ま
た
は
住

民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
、
第
2
火
曜
日
は
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
擁

護
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

　

小
西
義
清
、
藤
田
玉
昭
、
今
村
暁
子
、
田
井
眞
奈
美

問
合
せ
／
総
務
課
、
住
民
福
祉
課

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
私
た
ち
誰
も
が
障
害
や
障
害

者
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
害
者
が
自
立
と
積
極

的
な
社
会
参
加
の
意
欲
向
上
を
め
ざ
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
、「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
か
け
が
え
の
な
い

個
人
と
し
て
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
障
害
者
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
害
者
福

祉
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口
／
障
害
の
あ
る
人
が
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
」
安
心
し
て
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
相
談
窓
口
と
し
て
役
場
住
民
福
祉
課
の
ほ
か
、

次
の
機
関
や
町
の
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
関
係
機
関
】

▽
相
談
支
援
事
業
所
「
わ
お
」（
久
御
山
町
森
）

　

☎
0
7
5（
6
3
2
）1
5
7
6　

0
7
5（
8
7
4
）5
5
1
0

▽
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」

　
（
城
陽
市
枇
杷
庄
）

　

☎
0
7
7
4（
5
5
）5
9
8
1　

 

0
7
7
4（
5
5
）5
9
8
2

▽
障
害
児
（
者
）
地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
う
ぃ
る
」

　
（
城
陽
市
枇
杷
庄
）

　

☎
0
7
7
4（
5
4
）3
1
0
9　

0
7
7
4（
5
5
）5
9
8
2

▽
相
談
支
援
事
業
所
「
り
あ
ん
」（
京
田
辺
市
河
原
）

　

☎
0
7
7
4（
2
9
）5
7
0
7　

0
7
7
4（
2
6
）1
8
6
8

【
身
体
障
害
者
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　
　

岸
喜
代
至
、
武
元
和
子
、
服
部
浩
子

【
知
的
障
害
者
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　
　

浅
井
薫　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

平
成
31
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
久
御
山
町
職
員
採
用
試
験
（
消
防

職
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
第
1
次
試
験
】

■
日
時
／
1
月
20
日
㈰　

午
前
9
時
か
ら

■
場
所
／
久
御
山
町
役
場

■
試
験
内
容
／
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査

【
第
2
次
試
験
】

■
日
時
･
場
所
／
2
月
上
旬
。
第
1
次
試
験
合
格
者
に
文
書
で
通
知

■
試
験
内
容
／
作
文
試
験
、
体
力
試
験
、
個
別
面
接
試
験

★

○
採
用
予
定
日
･
人
数
／
平
成
31
年
4
月
1
日
･
1
名

○
受
験
資
格
／
次
の
①
か
ら
⑤
を
い
ず
れ
も
満
た
す
人
。①
平
成
4
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

を
有
す
る
人
③
お
お
む
ね
1
時
間
以
内
に
通
勤
で
き
る
人
④
視
力
が

両
眼
と
も
そ
れ
ぞ
れ
裸
眼
で
0.6
以
上
、
ま
た
は
裸
眼
で
0.1
以
上
か
つ

矯
正
視
力
が
1.0
以
上
の
人
⑤
そ
の
他
身
体
に
職
務
遂
行
上
の
支
障
が

な
い
人

○
受
験
申
込
書
／
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

○
受
付
期
間
／
受
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
12
月
3
日
㈪
〜
19
日

㈬
に
、
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

不
可
）

○
受
付
時
間
／
土
･
日
曜

日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

問
合
せ
／
総
務
課

FAXFAXFAXFAX

町
職
員（
消
防
職
）を
募
集

互いに認め合う心を大切に

12
月
3
日
〜
9
日  

障
害
者
週
間

12
月
4
日
〜
10
日

人
権
週
間

▲謝辞を述べる遺族会長の吉村康さん▲給水体験をする参加者

Kumistagram
ID：putarou.masumi
kumiyama,kyoto

いいね！ 16,112件
町内で撮影した写真にハッシュタグ
#ええとこくみやま をつけて投稿すると…
その中から毎月一枚をお届けします。

▲平成30年4月の新規採用職員
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日
時
／
12
月
6
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
3
階
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
小
野
道

子
さ
ん　

定
員
／
15
人　

問
合
せ
／
図
書
館

　　

お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お

は
な
し
会
を
楽
し
ん
だ
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
だ

け
図
書
館
に
「
お
と
ま
り
」
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
後
日
、
お
と
ま
り
体
験
の
様
子
の
写
真

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
後
3
時
30
分
〜

4
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
は
な
し

室　

対
象
／
幼
児
・
小
学
生　

定
員
／
7
人

申
込
／
12
月
2
日
㈰
か
ら　

問
合
せ
／
図
書
館

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

募
金
は
久
御
山
町
の
福
祉
を
必
要
と
す
る
人

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
こ
の
活
動
を
支

援
す
る
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

訂
正  

11
月
15
日
に
全
戸
配
布
し
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
7
ペ
ー
ジ
「
凡
例
」
の
配
色
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
同
ペ
ー
ジ
の

「
浸
水
の
目
安
」
の
配
色
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。　
　
　

問
合
せ
／
総
務
課

〈開館時間〉
火～金曜日：
午前 9時 30分～

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分～

午後 5時

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

の
月
今

書
図新着図書の紹介

ゆ
く
年 

く
る
年

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
ひ
と
月
。

快
適
に
年
末
年
始
を
す
ご
す
ヒ
ン
ト
に

な
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

娘
に
伝
え
た
い　

お
せ
ち
料
理
と
季
節
の
ご
ち
そ
う

本
田 

明
子
／
著　

講
談
社

　

人
数
に
合
わ
せ
た
お
せ
ち
の
作
り
方

や
我
が
家
の
雑
煮
と
お
餅
料
理
の
数
々
。

年
末
か
ら
春
に
か
け
て
大
切
な
人
に
作

り
た
い
一
品
を
指
南
。

掃
除
の
解
剖
図
鑑

日
本
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
／
著

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

　

簡
単
な
日
常
の
家
の
手
入
れ
と
時
間

を
か
け
た
掃
除
の
仕
方
。
場
所
ご
と
に

2
パ
タ
ー
ン
以
上
の
効
率
的
な
掃
除
方

法
を
伝
授
。

す
み
れ
ち
ゃ
ん
の
お
片
づ
け
12
カ
月　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
児
童
書
）

渡
辺 

ゆ
き
／
文　

小
林 

キ
ユ
ウ
／
写
真　

岩
崎
書
店

　

整
理
整
と
ん
が
大
好
き
な
小
学
5
年

生
の
す
み
れ
ち
ゃ
ん
。
月
別
の
お
片
づ

け
の
ポ
イ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
。

も
う
す
ぐ
お
し
ょ
う
が
つ  

（
児
童
書
）

西
村 

繁
雄
／
さ
く 

福
音
館
書
店

　

年
末
を
実
家
で
す
ご
す
た
め
、
ひ
ろ

く
ん
と
ゆ
う
ち
ゃ
ん
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
家

へ
。
昔
な
が
ら
の
年
越
し
風
景
を
て
い
ね

い
に
描
い
た
絵
本
。

銀河食堂の夜
さだ まさし／著　幻冬舎

　謎めいたマスターがうまい酒とさ
かなを出す、風変わりな飲み屋「銀
河食堂」。そこで常連客たちが語る
不思議で切ない物語。連作長編。

絵里奈の消滅
香納 諒一／著　ＰＨＰ研究所

　元刑事の探偵・鬼束がかつて逮捕
した男・牛沼が水死体で発見された。
彼は亡くなる前日に、鬼束にある依
頼の電話をかけていた…。

キツネのはじめてのふゆ
マリオン・デーン・バウアー／作
リチャード・ジョーンズ／絵

鈴木出版
　冬の間、キツネは何をすればいいの
でしょう。初めて冬を迎えるキツネに、
いろいろな動物たちが教えてくれます
が…。

東 直子／作　福音館書店

　雲の上の国に住むかんちゃんはあ
る日、雲の上から落っこちてしまっ
た。着いた先は、火山の中の地底温
泉プールで…。

そらのかんちゃん、
ちていのコロちゃん

図
書
館
講
座「
お
り
が
み
教
室
」

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

心
の
教
育
部
の
取
り
組
み

　

久
御
山
学
園
は
、
町
立
こ
ど
も
園
・
小
学

校
・
中
学
校
ま
で
を
一
つ
の
「
学
園
」
と
見

立
て
、
0
歳
か
ら
15
歳
ま
で
を
見
通
し
た
園

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
か
ら
の
支

援
を
得
な
が
ら
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て

る
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

久
御
山
学
園
で
は
、「
学
力
向
上
部
」「
心

の
教
育
部
」「
生
活
・
健
康
部
」「
総
務
部
」
の

四
つ
の
専
門
部
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
心
の
教
育
部
」
の
取
組
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
「
心
の
教
育
部
」
は
、「
た
く
ま
し
く
豊
か
な

心
」
を
育
む
こ
と
を
目
標
と
し
て
、「
子
ど
も

の
主
体
的
な
活
動
」
や
「
言
語
力
を
育
て
る

取
組
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
次

の
3
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
地
域
と
と
も
に
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
を
継
続
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
の
一
体
感
を
味
わ
い
、
安
定
し
た
心
を
育

成
す
る
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
昨
年
度
末
に
作
成
し
た
「
学

校
生
活
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
基
本
と
し
た
各

校
の
主
体
的
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
と
お
し
て
、
久
御
山

町
の
子
ど
も
は
、
ど
の
学
校
に
い
て
も
同
じ

よ
う
に
登
下
校
で
の
「
あ
い
さ
つ
」
や
毎
日

の
「
読
書
」
、
授
業
で
の
積
極
的
な
発
表
や

傾
聴
、
給
食
へ
の
感
謝
や
マ
ナ
ー
、
掃
除
、

当
番
活
動
で
の
協
力
、
そ
し
て
放
課
後
の
安

心
や
安
全
、
地
域
の
一
員
で
あ
る
意
識
を
大

切
に
す
る
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
末
ま
で
に
、
就

学
前
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
ど
も
園
で
の
生
活

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
作
成
し
、
0
歳
か
ら
15
歳

ま
で
切
れ
目
の
な
い
「
心
の
教
育
」
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
に
は
、
教
師
が
学
校
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

久

御山学園

ニュース
⑭

徒
の
状
況
と
課
題
を
共
通
理
解
し
、
指
導
の

方
針
を
学
び
合
い
、
「
児
童
生
徒
が
安
心
で

き
る
学
校
生
活
」
へ
向
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

も
深
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
は
多
数
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の

は
や
は
り
「
言
葉
」
で
す
。
人
は
、
「
言

葉
」
を
と
お
し
て
物
事
を
考
え
た
り
伝
え
た

り
し
て
い
ま
す
。
「
言
葉
」
を
選
ん
で
相
手

に
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
正
確
に
伝
え
る

こ
と
で
、
互
い
に
理
解
で
き
、
互
い
の
意
見

を
聞
き
合
う
こ
と
で
よ
り
良
い
考
え
や
つ
な

が
り
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
心
の
教
育
部
」
の
取
組
を
き
っ
か
け
に

「
言
葉
」
で
表
現
し
て
伝
え
る
力
、
聞
い
た

り
読
ん
だ
り
し
て
理
解
す
る
力
を
育
て
る
こ

と
で
、
し
な
や
か
で
、
優
し
く
、
た
く
ま
し

い
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
、
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

久
御
山
学
園
で
取
り
組
む

あ
い
さ
つ
運
動
の
標
語

■
「
お
は
よ
う
」
は 

笑
顔
が
広
が
る 

愛
言
葉

本
・
め
・
す
・
す
・
お

■久御山学園 学校生活スタンダード（一部抜粋）

読書

給食

掃除

身につける力 取り組み

集中力
言語力

・小学校＝「読書タイム」に
 読書をします。
・中学校＝毎朝10分、1年間で
 100冊の 読書をめざします。
・みんなで「いただきます」「ごちそう
 さまでした」に気持ちを込めます。
・食事のマナーを考え、当番の役割
 も果たします。
・自分の役割に責任を持って、
 協力をし、役割以外にも気が
 ついたところの掃除をします。

※何気なく取り組んでいる活動の一つひとつに対して、
　目的や意図を持つことが大切です。

感　謝
マナー

気づき
協　力

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

●

す
で
日
館
休
は

12月の図書館スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2

9

16

5

12

19

26

6

13

20

27

4

11

18

25

3

10

17

7

14

21

2823
30
24
31

▲小・中学校合同あいさつ運動（佐山小学校）

▲小・中学校合同あいさつ運動（御牧小学校）
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日
時
／
12
月
26
日
㈬

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城

陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

参
加
費
／
無
料　

内
容

／
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

示
、
啓
発
物
品
配
布
、

映
画
上
映
会
（
要
整
理
券
）
午
後
1
時
30
分

〜
「
S
I
N
G
／
シ
ン
グ
」（
日
本
語
吹
替

･
字
幕
有
り
）　

そ
の
他
／
映
画
の
整
理
券

は
、
12
月
11
日
㈫
か
ら
久
御
山
町
役
場
総
務

課
で
先
着
順
に
配
布
し
ま
す
。（
1
人
4
枚

ま
で
）　

主
催
／
山
城
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会 

宇
治
･
城
陽
･
久
御
山
ブ

ロ
ッ
ク　

問
合
せ
／
総
務
課

　

日
時
／
12
月
23
日（
日
・
祝
）　

午
前
10
時

〜
正
午　

場
所
／
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

内
容
／
親
子
で
協
力
し
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
す　

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
親

（
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
）　

講
師
／
谷
直
紀

さ
ん　

費
用
／
1
組
5
0
0
円　

定
員
／
12

組
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　

申
込

･
問
合
せ
／
12
月
3
日
㈪
午
前
9
時
〜
12
日

㈬
に
総
務
課
へ
。
当
日
、
保
育
ル
ー
ム
を
開

設
し
ま
す
。
希
望
者
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
あ
そ

び
の
広
場
」を
開
き
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

対
象
／

町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り　

問

合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

こ
ど
も
園
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気

軽
に
集
ま
り
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
ど
の
こ
ど
も
園
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
4
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
さ
や
ま
こ
ど
も
園
、
み
ま
き

･
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
分
園　

内
容
／
園
庭

開
放　

対
象
／
町
内
在
住
の
0
歳
か
ら
2
歳

児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物

／
着
替
え
･
水
筒　

問
合
せ

／
さ
や
ま
こ
ど
も
園
、
み
ま

き
･
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
分
園

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
8
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約
不

要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も

ち
ゃ
を
再
利
用
し
ま
す
の
で
、
寄
付
を
お
受

け
し
て
い
ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

■
ド
ク
タ
ー
（
新
会
員
）
募
集
中
！

　

お
も
ち
ゃ
病
院
で
は
、
い
き
い
き
で
き
る

場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
終
え
て

「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
る

人
な
ど
、
ド
ク
タ
ー
（
新
会
員
）
と
し
て
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

活
動
内
容
／
原
則
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に

開
院
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
を
し

ま
す
。修
理
を
し
た
お
も
ち
ゃ

を
手
に
し
た
こ
ど
も
た
ち
の

笑
顔
は
最
高
の
喜
び
に
な
り

ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子

ど
も
や
親
が
気
軽
に
集

ま
れ
る
場
所
を
設
け

て
、
遊
び
や
学
習
、
ご

飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ

と
り
親
家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良

い
時
間
か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

日
程
／
左
上
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り

201812December

催
し
・
募
集

親
家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／

10
人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料

費
1
0
0
円　

申
込
･
問
合
せ
／
町
母
子
寡

婦（
さ
つ
き
）会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
0
7
7

4（
4
5
）0
2
8
4
（
午
後
6
時
〜
9
時
）
へ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
予

防
や
介
護
相
談
な
ど
、
地
域
や
家
族
の
支
援

を
手
助
け
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
す
ご
す
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
も
そ
の
家
族
も
地
域
の
人
も
参

加
自
由
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。

　

日
時
･
場
所
／
①
12
月
11
日
㈫　

午
後
2

時
〜
4
時
＝
荒
見
苑
②
12
月
13
日
㈭　

午
後

2
時
〜
4
時
＝
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス「
チ
エ
さ
ん
」

（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角
の
信
号
を
北
へ
30
㍍
の
民

家
）　

内
容
／
①
②
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
、

喫
茶
、介
護
相
談
な
ど
②
ク
イ
ズ
＆
ゲ
ー
ム
。

ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」
で
は
昔
懐
か

し
い
レ
コ
ー
ド
が
聴
け

ま
す　

参
加
費
／

2
0
0
円
（
コ
ー
ヒ
ー

･
お
菓
子
付
）　

問
合

せ
／
同
協
議
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
男
性
を
対
象
に
、
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
14
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

献
立
／
お
せ
ち
料
理
な
ど　

定
員
／
20
人　

参
加
費
／
5
0
0
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）
な
ど　

問
合
せ
・
申

込
／
12
月
10
日
㈪
ま
で
に
同
協
議
会
へ

　

日
時
／
12
月
16
日
㈰

午
前
8
時
45
分
〜
午
後

4
時　

場
所
／
中
央
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対

象
／
中
校
生
以
上
（
初
心
者
大
歓
迎
） 

種
目

／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
、
M
I
X
ダ
ブ
ル
ス
な

ど　

参
加
費
／
一
人
当
た
り
…
中
学
生

2
5
0
円
、
高
校
生
4
0
0
円
、
大
学
生
･

一
般
5
0
0
円　

そ
の
他
／
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出

可　

申
込
･
問
合
せ
／
12
月
9
日
㈰
ま
で
に

町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ

　

日
時
／
１
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

場
所
／
総
合
体
育
館　

種
目
／
①
男

性
の
部
Ａ（
18
歳
以
上
フ
リ
ー
）②
男
性
の
部

Ｂ（
35
歳
以
上
で
4
人
の
合
計
年
齢
が
1
6
0

歳
以
上
）③
女
性
の
部
Ｃ（
18
歳
以
上
フ

リ
ー
）④
女
性
の
部
Ｄ（
35
歳
以
上
で
4
人
の

合
計
年
齢
が
1
6
0
歳
以
上
）※
年
齢
は
平

成
31
年
1
月
1
日
現
在
、
登
録
人
数
は
各
部

と
も
5
人
以
上　

競
技
方
法
／
3
セ
ッ
ト
マ
ッ

チ
で
予
選
･
決
勝
を
行
い
ま
す　

募
集
／
30

チ
ー
ム
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
参
加

費
／
1
チ
ー
ム
3
千
円
（
大
会
当
日
徴
収
）

登
録
チ
ー
ム
は
1
チ
ー
ム
千
円　

申
込
･
問

合
せ
／
12
月
21
日
㈮
ま
で
に
町
体
育
協
会
事

務
局（
総
合
体
育
館
内
）へ
。電
話
･
F
A
X
可

　

町
卓
球
協
会
で
は
、
2
人
団
体
卓
球
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
3
日
㈰　

午
前
8
時
40
分
受

付
開
始　

場
所
／
総
合
体
育
館　

対
象
／
中

学
生
以
上　

種
目
／
団
体
戦
（
シ
ン
グ
ル
2

本
･
ダ
ブ
ル
ス
1
本
）、
男
女
各
1
部
･
2

部
･
3
部　

※
男
女
混
成
チ
ー
ム
は
男
子

チ
ー
ム
に
含
む
。
1
チ
ー
ム
に
つ
き
2
人　

※
3
人
で
も
可　

参
加
費
／
1
チ
ー
ム
2
千

円
（
久
御
山
中
学
生
は
無
料
）　

申
込
／
1

月
7
日
㈪
必
着
で
町
卓
球
協
会
事
務
局 

松

本
茂
樹
さ
ん
へ
（
久
御
山
町
栄
1
I
1
I

1
1
5  

ハ
イ
ツ
西
宇
治
2
I
2
0
2
）。
郵
送

だ
け
。
F
A
X
不
可　

問
合
せ
／
同
会
会
長  

松
本
茂
樹
さ
ん
☎
0
9
0（
3
1
6
9
）

7
7
5
2

あ
そ
び
の
広
場

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

ス
キ
ッ
プ
広
場

じ
ん
け
ん
シ
ネ
マ
in
じ
ょ
う
よ
う

映
画「
S
I
N
G
／
シ
ン
グ
」や
啓
発
展
示

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ

男
ひ
と
り
の
過
ご
し
方

「
お
せ
ち
料
理
」な
ど
の
料
理
教
室

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー・標
語

特
選・入
選
作
品
を
審
査

冬
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

第
22
回
2
人
団
体
卓
球
大
会

地域リハビリテーション支援センター

（有料広告）

Universal Studios.C

区分 水曜開催 金曜開催

1月

12月

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、
夕食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホール
角の信号のある交差点を北へ約30㍍。

7日、14日、
21日、28日

4日、11日、
18日、25日

9日、16日、
23日、30日

5日、12日、
19日、26日

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。
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町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
す
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
7
日
㈮
･
21
日
㈮　

正
午
〜

午
後
3
時　

場
所
／
中

央
公
民
館　

内
容
／
昼

食
団
ら
ん
や
カ
ラ
オ
ケ
、

ゲ
ー
ム　

問
合
せ
／
住

民
福
祉
課

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
実
施
す
る
会
館
･
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

･
F
A
X
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
･
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21

I
8
）☎
0
7
7
4（
4
6
）0
6
8
8
、0
7
8
0

　

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
京
都
南
で
は
、
就

職
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

前
半
1
時
間
は
「
業
界
・
職
種
研
究
」
の

セ
ミ
ナ
ー
、後
半
は
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
27
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

（
無
料
駐
車
場
有
）　

対
象
／
15
歳
〜
39
歳
の

人
で
仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
人
（
学
生
を
除

く
）
や
そ
の
家
族　

費
用
／
無
料　

申
込
･

問
合
せ
／
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
☎

0
7
7
4（
5
4
）5
3
8
0

　

日
時
／
12
月
6
日
㈭
、
8
日
㈯
、
16
日
㈰ 

午
前
9
時
〜
正
午
（
毎
月
第
1
木
曜
日
、
第

2
土
曜
日
、
第
3
日
曜
日
）　

場
所
／
東
一

口
35
番
地　

入
館
料
／
2
0
0
円　

問
合
せ

／
社
会
教
育
課

　

町
に
は
、
現
在
1
9
4
人
（
う
ち
女
性
10

人
）
の
消
防
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
入
団
希
望
者
が
減
少
し
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
を
基
本
理
念
に
、
火
災
発

生
時
の
消
火
活
動
や
飛
び
火
の
警
戒
、
地
震

災
害
時
の
救
助
や
避
難
誘
導
、
大
雨
に
よ
る

水
防
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
･
財
産
を
守
る
た
め
献
身
的
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
火
災
予
防

の
広
報
活
動
や
防
火
訪
問
、
災
害
に
備
え
て

消
防
ポ
ン
プ
の
放
水
点
検
や
訓
練
を
重
ね

て
、技
能
･
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域

の
安
心
･
安
全
を
守
る
た
め
、
特
に
若
い
人

た
ち
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
各
部
の
団
員
か
ら
、
来
年
度
の

入
団
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
消

防
本
部

　

次
の
町
有
地
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
売
却
し
ま
す
。詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

入
札
日
時
・
場
所
／
平
成
31
年
1
月
16
日

㈬　

午
前
11
時
か
ら
・
役
場
4
階
入
札
室　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。問

合
せ
／
税
務
課

　

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
が
12
月

1
日
㈯
か
ら
20
日
㈭
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
年
の
瀬
は 
ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー

で 

事
故
防
止
」
で
す
。

　

運
動
重
点
は
、▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
▼
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
▼
飲
酒
運
転

の
根
絶
で
す
。

　

年
末
に
な
る
と
増
加
す
る
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
広
く
府
民
に
交
通
安
全
に
つ

い
て
の
自
覚
や
意
識
を
高
め
、
正
し
い
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
実
践
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
都
市
整
備
課
内
）

　

働
き
方
関
連
法
が
以
下
の
と
お
り
順
次
施

行
さ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、京
都
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ

ま
す
（
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら 

※
中
小

企
業
は
平
成
32
年
4
月
1
日
か
ら
）②
年
5

日
間
の
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
（
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
）③

正
規
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間
の

不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す

　

問
合
せ
／
京
都
労
働
局　

①
②
監
督
課
☎

0
7
5（
2
4
1
）3
2
1
4
、③
雇
用
環
境
・

均
等
室
☎
0
7
5（
2
4
1
）3
2
1
2

住
所
／
北
川
顔
風
呂
田
10
番
地
8（
左
上
図
）

面
積
／
1
8
0
・
42
㎡
（
約
55
坪
）　

最
低

売
払
価
格
／
1
2
6
3
万
円　

用
途
地
域
／

市
街
化
調
整
区
域　

都
市
計
画
／
地
区
計
画

区
域　

登
記
地
目
／
宅
地　

建
ぺ
い
率
・
容

積
率
／
60
％
・
2
0
0
％　

設
備
／
都
市
ガ

ス
、
下
水
道
整
備　

問
合
せ
／
行
財
政
課

　

町
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理

の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
骨
子（
案
）を
作
成

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　

募
集
期
間
／
12
月
14
日
㈮
ま
で
（
必
着
） 

閲
覧
方
法
／
条
例
骨
子（
案
）は
、
役
場
環
境

保
全
課
や
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
の
町
施
設
窓

口
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す　

提
出
方
法
／
持
参
ま
た
は
郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
で
環
境
保
全
課
へ　

問
合

せ
／
環
境
保
全
課

　

家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
税
務
課
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
･
都
市
計
画
税
は
、
1
月
1

日
現
在
の
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
取
り
壊
し
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、

家
屋
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
固
定
資
産
税

な
ど
を
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
お
宅
に

は
、
家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

　

町
で
は
、
国
の
生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
、
導
入
促
進
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
先

端
設
備
等
導
入
計
画
を
策
定
し
、
町
の
認

定
を
受
け
ら
れ
た
中
小
企
業
者
の
う
ち
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
）
の
特
例
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
基
づ

い
て
新
た
に
取
得
し
た
設
備
の
う
ち
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
固
定
資
産
に
つ
い
て
、

課
税
標
準
額
を
当
初
3
年
間
ゼ
ロ
と
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

▼
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
の
額
が
1
億
円

以
下
の
法
人
▼
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
を
有

し
な
い
法
人
の
う
ち
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
数
が
千
人
以
下
の
法
人
▼
常
時
使
用

す
る
従
業
員
数
が
千
人
以
下
の
個
人

　

た
だ
し
、
次
の
法
人
は
資
本
金
が
1
億

円
以
下
で
も
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
同
一
の
大
規
模
法
人
か
ら
2
分
の
1
以

上
の
出
資
を
受
け
る
法
人

②
2
以
上
の
大
規
模
法
人
か
ら
3
分
の
2

以
上
の
出
資
を
受
け
る
法
人

■
対
象
設
備

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

　

▼
町
の
認
定
を
受
け
た
先
端
設
備
等
導

入
計
画
に
基
づ
き
取
得
し
た
も
の
▼
旧
モ

デ
ル
比
で
生
産
性
が
年
平
均
1
％
以
上
向

上
す
る
も
の
▼
生
産
、
販
売
活
動
等
の
用

に
直
接
供
す
る
も
の
▼
中
古
資
産
で
な
い

こ
と
▼
平
成
30
年
７
月
13
日
か
ら
平
成
33

年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
取
得
し
た
も

の
▼
先
端
設
備
等
導
入
計
画
認
定
後
に
取

得
し
た
も
の
▼
上
表
の
条
件
を
満
た
す
も

の■
償
却
資
産
申
告
の
際
の
添
付
書
類

　

①
認
定
さ
れ
た
先
端
設
備
等
導
入
計
画

の
写
し
②
先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
係
る

認
定
書
の
写
し
③
当
該
設
備
の
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
の
経
営
力
向
上
設
備
及
び

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
先
端
設
備
等

に
係
る
生
産
性
向
上
要
件
証
明
書
（
工
業

会
発
行
）
の
写
し

★

　

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
期
限
は
毎
年

１
月
31
日
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課

■手続きの流れ

※家屋と一体となって効用を果たすものを除く。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

若
者
や
家
族
の
就
職
相
談

旧
山
田
家
住
宅
の
一
般
公
開

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

消
防
団 

新
入
団
員
を
募
集

町
有
地
の
売
却（
一
般
競
争
入
札
）

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
の

促
進
等
に
関
す
る
条
例

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

お
し
ら
せ

家
屋
の
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
人
は
申
告
を

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す

〜
働
き
方
関
連
法
が
順
次
施
行
〜

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
特
例

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※バーコード印字がない納付書は使用できません。

■城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等
親子体操
教室

12/15
㈯～

H31/1/15
～2/5㈫

10:00～
　 11:30 15組4

レッツ・
クック教室

12/17
㈪～

13:30～
　16:30 1 1,500円

2,000円

■城南地域職業訓練センター講座

パワー
ポイント

12/8
㈯～

H31/1/8
～1/25（火・金）

18:30～
　 21:00 206

はじめての
インター
ネット入門

12/11
㈫～

H31/1/19
～1/27（土・日）

9:30～
　 15:30 204

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

H31/1/
17㈫

10,000円

16
（男性）

15,000円

このほかにも講座があります。お問い合わせください。

機械及び装置

工具

器具及び備品

建物附属設備（※）

全て

全て

全て

160万円以上

30万円以上

30万円以上

60万円以上

10年以内

5年以内

6年以内

14年以内 

測定工具及び
検査工具

設備の種類 用途又は細目 販売開始時期1台1基または一の
最低取得価額

設備メーカー等

工業会等

③証明書
発行

②証明書
発行申請

中小事業者等

久御山町

⑧計画
認定

⑦計画
申請

④証明書
入手

①証明書
発行依頼

⑥事前確
認書発行

⑤事前
確認依頼

認定経営革新等
支援機関

⑧計画認定後…
  ⑨設備取得
  ⑩所在する市町村へ償却資産申告

京滋バイパス

極楽寺

こちら
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町
が
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支
援
医
療

は
、
通
院
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
入

院
は
満
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
結
婚
し
て
い
る
人
（
事
実
婚

を
含
む
）
や
、
他
の
福
祉
医
療
受
給
中
の
人

は
対
象
外
で
す
。

　

中
学
校
卒
業
後
、
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま

で
の
間
に
入
院
し
た
と
き
は
（
平
成
29
年
9

月
以
降
の
診
療
に
限
り
ま
す
）、
医
療
費
を

病
院
等
の
窓
口
で
支
払
っ
た
あ
と
、
役
場
国

保
健
康
課
へ
還
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
差
額
分
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
･
問
合
せ
／
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
（
原
本
）、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か

ら
高
額
医
療
費
な
ど
の
支
給
が
あ
っ
た
場
合
は

そ
の
金
額
の
分
か
る
も
の
、
保
険
証
、
印
鑑
、

保
護
者
の
口
座
情
報
の
分
か
る
も
の（
預
金

通
帳
等
）を
持
参
の
う
え
国
保
健
康
課
へ

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
し
て
い
た
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
葬
祭
を
行
っ
た
人
（
喪
主
）
に
葬
祭
費
と

し
て
5
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
／
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る

も
の
、
喪
主
が
確
認
で
き
る
書
類
（
会
葬
礼

状
な
ど
）、
葬
祭
費
の
受
取
口
座
が
分
か
る

も
の
を
持
参
の
う
え
、
国
保
健
康
課
へ
。
死

亡
し
た
人
の
保
険
証
を
返
却
し
て
い
な
い
場

合
は
保
険
証
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
社
会
保

険
か
ら
埋
葬
料
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は

支
給
対
象
外
で
す　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
が
死
亡
ま
た
は
妊
娠
第
4
月
以
上
で
死
産

さ
れ
、
火
葬
さ
れ
た
場
合
に
、
火
葬
を
行
っ

た
人
（
火
葬
の
許
可
を
受
け
た
人
）
に
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
／
申
請
者
が
負
担
し
た
火
葬
料
と

火
葬
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
住
民

が
負
担
す
る
火
葬
料
の
差
額
の
7
割　

上
限

額
／
4
万
2
千
円　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

今
年
は
、
医
療
従
事
者
の
資
格
を
有
す
る

人
の
届
け
出
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

届
け
出
は
、
関
係
法
令
で
定
め
ら
れ
、
2
年

ご
と
に
12
月
31
日
現
在
の
就
業
状
況
等
を
届

け
出
す
る
も
の
で
、
医
療
及
び
公
衆
衛
生
行

政
を
進
め
る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
必
ず
平
成
31
年
1
月
15

日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
先
に
つ
い
て
は
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

台
風
21
号
な
ど
で
被
災
さ
れ
た
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
復
旧
・
事
業
再
開
を

支
援
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
町
商
工
会
で
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
は
「
り
災

届
出
証
明
書
」（
総
務
課
で
発
行
）
が
必
要

で
す
。
保
険
と
重
複
し
て
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
被
害
全
額
を
保
険
金
で
カ

バ
ー
で
き
な
い
場
合
は
、
保
険
金
額
を
除
い

た
金
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
施
設
の
復
旧
等
に
対
す
る
補
助
（
大
規
模

な
設
備
の
更
新
等
）
／
①
補
助
率
＝
15
％

以
内
（
下
限
10
万
円
・
上
限
1
0
0
万
円
）

②
対
象
経
費
＝
事
業
所
等
の
屋
根
、
壁
、

床
等
の
復
旧
、
室
外
機
・
ボ
イ
ラ
ー
等
設

備
の
買
い
換
え
・
修
繕
な
ど

■
施
設
の
修
繕
等
に
対
す
る
補
助
（
小
規
模

な
機
器
の
修
繕
等
）
／
①
補
助
率
＝
2
分

の
1
以
内
（
上
限
10
万
円
）②
対
象
経
費

＝
店
舗
看
板
の
修
繕
、
ガ
ラ
ス
修
繕
、
機

械
等
の
修
繕
な
ど

■
補
助
対
象
／
京
都
府
内
に
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
等　

■
対
象
外
経
費
／
人
件
費
、
支
払
利
息
、
公

租
公
課（
消
費
税
な
ど
）、不
動
産
購
入
費
、

官
公
署
に
支
払
う
手
数
料
等
、
振
込
手
数

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
20
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
み
ま
き
･
さ
や
ま
･
と
う
ず
み
の
各

こ
ど
も
園
と
分
園
（
電
話
で
の
相
談
は
毎
週

木
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
ま
で
お
受

け
し
ま
す
）

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
12
月
20
日
㈭　

午
後
1
時
〜
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
12
月
3
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
12
月
27
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込

／
12
月
3
日
㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま

で【介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
12
月
27
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た
り
、

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み
に
、

相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
5
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室　

問
合
せ
／
京
都

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
☎
0
7
7
4

（
6
3
）5
7
4
5

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
13
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
12
月
13
日
㈭
･
27
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
0
7
5（
6
3
1
）3
4
2
1

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

中
央
公
民
館
は
、
6
月
18
日
早
朝
に
発
生

し
た
地
震
に
よ
り
、
大
ホ
ー
ル
に
一
部
損
壊
等

の
被
害
を
受
け
、
大
ホ
ー
ル
を
引
き
続
き
使
用

す
る
こ
と
が
危
険
で
あ
る
と
判
断
し
、
地
震
発

生
以
降
使
用
停
止
と
す
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
室
や
調
理
実
習
室
等
は
こ
れ

ま
で
通
り
使
用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平

成
31
年
度
中
を
目
途
に
公
民
館
そ
の
も
の
に

対
す
る
考
え
方
の
方
向
性
に
つ
い
て
結
論
を

出
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

　
　

申
込
は
12
月
2
日
㈰　

午
前
9
時
か
ら

　
【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
。
年
末
年
始
は
、

　
　
　
　
　

12
月
28
日
㈮
か
ら
1
月
4
日

　
　
　
　
　

㈮
ま
で
休
館
し
ま
す
。

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。
費
用
は
12
月
8
日
㈯
ま
で

に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
）
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載

が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
12
月
7
日
㈮
･
21
日
㈮　

午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
1
0
0
円

料
、
飲
食
・
接
待
費
な
ど　

■
申
請
・
問
合
せ
／
12
月
25
日
㈫
ま
で
（
受

付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
）
に
町
商
工
会
☎
0
7
5（
6
3
1
）

6
5
1
8
へ

【
行
政
･
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
12
月
4
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
12
月
11
日
㈫
･
25
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
･

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
付

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
･
児
童
･
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル
2
階
教
育
相
談
室
（
予
約
は
電
話
で
教
育

相
談
室
☎
0
7
7
4（
4
6
）5
6
4
0
へ
）

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

こ
ど
も
園
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相

相
談

（
18
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

葬
祭
費
の
支
給
申
請

漢
字
出
直
し
塾

火
葬
料
の
補
助

医
療
従
事
者
の
届
け
出
は
1
月
15
日
ま
で
に

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

町
の
施
設

子
育
て
支
援
医
療

〜
入
院
は
18
歳
ま
で
対
象
〜

台
風
21
号
等
　

中
小
企
業
等
復
興
支
援
事
業

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

使
用
停
止

　インターネットの通販サイトで商品を購入した
ものの、「いつまでたっても商品が届かない」「偽
物が届いた」「事業者に連絡しても返事がない」
といった相談が寄せられています。特に近年は、
日本の消費者が冬物の衣服・履き物を購入する
時期にあわせて詐欺・模倣品サイトが掲載される
ことが多くなっており、冬の時期の相談が集中す
る傾向があります。
　詐欺・模倣品トラブルにあわないため、以下の
点をチェックしましょう。
・日本語の字体や文章表現がおかしい。
・販売価格が大幅に値引きされている。
・事業者の住所の記載がない。または、記載は
あるが調べてみると場所がおかしい。
・事業者への連絡方法が、問い合わせフォーム
やフリーメールだけになっている。
・インターネット上の当該サイトに関するトラブ
ル情報が存在する。
　不安に思ったり、トラブルに巻き込まれた場合
は、消費者ホットライン「１８８（いやや！）」に電話
し、相談するようにしましょう。

★
　役場では、毎週木曜日に消費生活相談員が無
料相談を受け付けています。京都府消費生活安
全センター☎075（671）0004、京都府山城広
域振興局商工労働観光室☎0774（21）2103で
も相談を受け付けています。決してひとりで悩ま
ずにお気軽にご相談下さい。詳しくは、役場産業
課へお問い合わせください。

冬物の衣服の
詐欺・模倣品サイトに注意！

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

 資格等の区分

全ての医師・
歯科医師・薬剤師

保健師・助産師・
看護師・准看護師・
歯科衛生士・
歯科技工士で12月
31日現在、府内を
就業地として業務
に従事している人

◆住所地または就業地のいずれかの最寄りの保健所
　京都府山城北保健所企画調整室
　（宇治市宇治若森7－6）☎0774（21）2194

就業地が
京都市以外の人

◆就業地の最寄りの保健所
　京都府山城北保健所企画調整室
　（宇治市宇治若森7－6）
　☎0774（21）2194
◆京都府健康福祉部医療課
　（京都市上京区下立売通新町
　西入藪ノ内町）
　☎075（414）4746

就業地が
京都市内の人

 届け出先
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日
時
／
12
月
8
日
㈯
･

9
日
㈰　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午
･
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　

内
容

／
8
日
㈯　

午
前
の
部=

「
あ
す
な
ろ
物
語
」･
午
後
の
部=

「
次
郎
物

語
」、
9
日
㈰　

午
前
の
部=

「
風
の
又
三

郎 

ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
」･
午
後
の
部=

「
少

年
時
代
」　

定
員
／
各
2
0
0
人　

費
用
／

当
日
1
日
券=

5
0
0
円
、
前
売
1
日
券

=

4
0
0
円
、1
本
鑑
賞
券=

3
0
0
円（
チ

ケ
ッ
ト
は
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、

総
合
体
育
館
で
販
売
中
）

　

日
時
／
12
月
12
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お

お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌

い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、

直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
年

生
以
上
。
大
人
の
参
加

可　

内
容
／
漢
字
学
習

と
書
写
教
室
を
同
時
並

行
開
催　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
後
2
時
〜
4
時

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
小
学
2
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い　

内

容
／
自
転
車
で
町
内
を
巡
り
野
鳥
を
観
察
し

ま
す　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
後
6
時
〜
7
時

=

月
と
火
星
、
冬
の
星
座
を
観
察
、
22
日
㈯ 

午
後
8
時
〜
9
時=

冬
の
星
座
と
満
月
を

観
察
。
受
付
は
当
日
の

終
了
時
間
30
分
前
ま

で
。
雨
天
･
曇
天
は
中

止　

対
象
／
星
空
に
興

味
の
あ
る
人
。
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

　

日
時
／
12
月
16
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費

用
／
1
5
0
0
円

　

日
時
／
12
月
16
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年

生　

内
容
／
季
節
の
花

で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

作
り
ま
す　

定
員
／
16

人　

費
用
／
8
0
0
円

　

日
時
／
12
月
19
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
ア
ニ
ー

よ
銃
を
と
れ
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
12
月
20
日

㈭　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り　

定
員
／
30
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
12
月
22
日
㈯　

①
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
②
午
後
1
時
〜
2
時
30
分
（
①
②
の

い
ず
れ
か
選
択
）　

対
象
／
町
内
在
住
の
小

学
生　

内
容
／
「
干
支
」
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各
16
人

　

日
時
／
12
月
22
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
･
中
学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら

楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
12
月
24
日

（
月・休
）　
午
前
10
時

〜
正
午　

対
象
／
町

内
在
住
の
小
学
生
と

保
護
者
。
た
だ
し
1
〜
3
年
生
は
保
護
者
同

伴　

内
容
／
科
学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
簡
単
な

実
験　

定
員
／
10
組

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放
。
申

込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

日
時
／
1
月
11
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日
。
10
回
コ
ー
ス
。
1
部=

午

前
10
時
〜
11
時
、
2
部=

午
前
11
時
15
分

〜
12
時
15
分　

対
象
／
15

歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を

除
く
）　

講
師
／
木
場
敦

子
さ
ん　

定
員
／
各
35
人

費
用
／
各
4
千
円

　

日
時
／
1
月
19
日
か
ら
3
月
16
日
ま
で
の

毎
週
土
曜
日
。
8
回
コ
ー
ス
（
3
月
2
日
を

除
く
）。
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

対

象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
永
井
英
聡
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費

用
／
3
2
0
0
円

　
　

申
込
は
12
月
2
日
㈰　

午
前
9
時
か
ら
。

　

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）。

　
　
　
　
　

年
末
年
始
は
12
月
28
日
㈮
か
ら

　
　
　
　
　

1
月
4
日
㈮
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

和
服
の
美
し
い
着
こ
な
し
と
マ
ナ
ー
を
学

び
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
14
日
㈮
･
17
日
㈪
･
20
日
㈭

の
3
回
コ
ー
ス
。
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳

以
上
の
人　

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん　

定
員

／
15
人　

費
用
／
1
0
0
円　

持
ち
物
／
着

物
、
足
袋
、
下
着
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
前
板
、

ひ
も
4
本
、伊
達
締
め
2
本
、帯
枕
、帯
あ
げ
、

帯
締
め
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯

　

お
正
月
に
彩
り
を
添
え
る
料
理
を
学
び
ま

す
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん　

定
員
／
20

人　

費
用
／
2
千
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん

　

お
正
月
用
の
寄
せ
植
え
作
り
に
挑
戦
し
ま

す
。

　

日
時
／
12
月
25
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

講
師
／
石
川
潤
さ
ん　

定
員

／
20
人　

費
用
／

2
千
円　

持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、
軍

手
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

　

東
一
口
の
郷
土
料
理
の
試
食
や
伝
統
文
化

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
1
月
12
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

講
師
／
東
一
口
ふ
る
里
を
学

ぶ
会　

定
員
／
15
人　

費
用
／
千
円

　
【
休
苑
日
】
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、
土
曜

　
　
　
　
　
　
日
の
午
後

　

町
で
は
、
高
齢
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
を
開

き
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
14
日
㈮　

午
前
11
時
〜
午
後

3
時　

場
所
／
荒

見
苑　

対
象
／
町

内
在
住
、
60
歳
以

上　

定
員
／
90
人

費
用
／
1
5
0
0

円
　

日
時
／
12
月
21
日
㈮　

①
午
前
10
時
〜
正

午
②
午
後
1
時
〜
3
時
頃　

対
象
／
町
内
在

住
で
60
歳
以
上
の
人　

定
員
／
各
20
人　

費

用
／
千
円

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
も
の
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
教
室
を
開
き
ま

す
。
お
正
月
に
ち
な
ん
だ
干
支
の
絵
馬
を
作

り
ま
す
。

　

日
時
／
1
月
11
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
人　

定
員
／
30
人　

費
用
／
千
円　

持
ち

物
／
は
さ
み
（
紙
と
布
の
両
方
を
切
り
ま

す
）、
手
芸
用
目
打
ち
（
お
持
ち
の
人
）、
ピ

ン
セ
ッ
ト

　
【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
を
除
く
）、
月
曜
日
･
祝
日
。

　
　
　
　
　
　
年
末
年
始
は
12
月
28
日
㈮
か
ら

　
　
　
　
　
　
1
月
4
日
㈮
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
9
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
）

　

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
使
っ
て
親
子
で
遊
び

ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
14
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階

　

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
親
子
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
踊
り
ま
し
ょ
う
。
楽
し

い
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
せ

ん
か
。

　

日
時
／
12
月
20
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　

申
込
は
12
月
2
日
㈰　

午
前
9
時
か
ら

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　
　
【
年
末
年
始
の
体
育
施
設
の
休
館
日
】

　
　
　

総
合
体
育
館
及
び
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施

　
　
　

設
は
、
12
月
29
日
㈯
か
ら
1
月
3
日

　
　
　

㈭
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
9
日
㈰

･
16
日
㈰=

午
前
10
時

〜
10
時
40
分
、
12
月
3

日
㈪
･
20
日
㈭=

午
後

7
時
〜
7
時
40
分
。
い

ず
れ
か
1
日
選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人

（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
、
機
器

を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
15
人　

費
用
／
5
0
0
円
。
講
習

会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要　

そ
の
他

／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
･
在
学
者
は
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要（
運
転
免
許
証
、

社
員
証
、
学
生
証
な
ど
）

　

日
時
／
12
月
8
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
映
画
大
会

童
謡
を
楽
し
む
会

週
末
の
星
空
観
察
会

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
学
生
工
作
教
室

小･

中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

小
学
生（
親
子
）科
学
教
室

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

身
近
な
野
鳥
観
察
会

冬
季
ヨ
ガ･

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

正
月
料
理
教
室

迎
春
寄
せ
植
え
教
室

迎
春
の
花
教
室

日
曜
開
館

お
や
こ
ひ
ろ
ば

ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い

12
月
の
お
た
の
し
み
会

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

飾
り
絵
馬
づ
く
り
教
室

食
文
化
講
座

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

き
も
の
着
付
け
教
室

漢
字
の
達
人
教
室・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
の
催
し

総
合
体
育
館
の
催
し

中
央
公
民
館
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。
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1歳8か月児健診（11月9日）で
見つけたかわいい笑顔です。

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）　

費
用
／

満
60
歳
以
上
は
1
回
1
0
0
円
、
満
60
歳

未
満
は
1
回
2
0
0
円　

申
込
･
問
合
せ

／
12
月
9
日
㈰
午
後
4
時
ま
で
に
同
ホ
ー

ル
へ

☆
教
室
紹
介

◆
こ
れ
か
ら
エ
ア
ロ

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動
か
し
、

楽
し
く
気
持
ち
よ
く
汗
を
か
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
は
じ
め
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
さ

れ
る
人
に
お
す
す
め
の
内
容
で
す
。
正
し

い
姿
勢
や
足
の
運
び
方
な
ど
基
本
動
作

を
、
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
筋
力
ア
ッ
プ

も
期
待
で
き
ま
す
。

◆
肩
コ
リ
改
善
ポ
ー
ル
プ
ラ
ス

　

ダ
ン
ベ
ル
な
ど
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操

で
筋
力
を
向
上
さ
せ
た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
筋
肉
を
ほ

ぐ
す
こ
と
で
、
体
の
ゆ
が
み
を
治
し
、
姿
勢

を
改
善
し
肩
コ
リ
の
予
防
･
改
善
し
ま
す
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4

週
間
を
経
過
し
て
い
な
い
な
ど
、
献
血
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
イ
オ
ン

久
御
山
店
1
階
憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／

16
〜
17
歳
は
2
0
0
㍉
㍑
だ
け
可
能
、
65

歳
以
上
は
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の

あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問
合
せ
／
国
保
健

康
課
ま
た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
☎
0
7
5（
6
0
3
）8
8
0
0

　

生
活
習
慣
を
食
生
活
面
か
ら
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「 〝
じ
ょ

う
ぶ
な
体
を
作
る
〞
予
防
ご
は
ん
･
養
生

ご
は
ん
」
で
す
。

　

感
染
症
な
ど
に
負
け
な
い
食
事
、
体
調

の
悪
い
と
き
の
食
事
の
工
夫
な
ど
を
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
17
日
㈪　

午
後
1
時
30
分

〜
3
時　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や

か
ル
ー
ム　

対
象
／
お
お
む
ね
40
歳
以
上

の
人　

内
容
／
栄
養
士
に
よ
る
講
話
（
体

調
の
悪
い
と
き
の
食
事
の
工
夫
な
ど
）、

試
食
（
レ
シ
ピ
紹
介
）　

持
ち
物
／
筆
記

用
具　

費
用
／
無
料　

定
員
／
20
人　

申

込
･
問
合
せ
／
12
月
3
日
㈪
〜
13
日
㈭
に

国
保
健
康
課
へ
。
電
話
可

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な

ど
全
17
種
類
の
教
室
を
開
催
。
目
的
に
合

わ
せ
て
、
様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ

く
り
、仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
平
成
31
年
1
月
5
日
㈯
〜
3
月

22
日
㈮
（
毎
日
3
〜
5
教
室
を
開
催
）　

対
象
／
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、
継
続

し
て
参
加
で
き
る
人　

定
員
／
各
教
室
10

〜
15
人
（
教
室
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
本
町
の
子
ど
も
の
む
し
歯
の
現
状

　

昨
年
度
の
幼
児
の
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯
の

あ
る
子
ど
も
の
割
合
を
見
る
と
、
1
歳
8
か
月

で
0.8
％
、
2
歳
6
か
月
で
9
・
48
％
、
3
歳
6

か
月
で
19
・
4
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
、

年
齢
が
高
く
な
る
と
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
値
は
、
他
市
町
村
や
全
国
と
比
べ
て
も

高
く
、
本
町
の
健
康
課
題
の
一
つ
で
す
。
心
身

と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
歯

の
健
康
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も

の
健
康
な
歯
づ
く
り
に
は
大
人
が
し
っ
か
り
意

識
し
て
関
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

〜
食
生
活
か
ら
考
え
る
〜

　

こ
こ
で
は
、
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
う
1
歳
6
か

月
か
ら
3
歳
頃
に
焦
点
を
当
て
て
、
お
話
し
し

ま
す
。

☟
飲
み
物
に
注
意
し
よ
う

　

む
し
歯
に
な
る
原
因
で
2
歳
頃
ま
で
に
多
い

の
が
飲
み
物
で
、
そ
れ
以
降
は
お
や
つ
に
よ
る

も
の
。
乳
酸
菌
飲
料
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
ま

せ
て
い
る
と
、
子
ど
も
は
そ
の
味
が
忘
れ
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
哺
乳
瓶
な
ど
で
飲
ま

せ
て
い
る
と
、
そ
の
う
ち
弱
い
子
ど
も
の
歯
は

す
ぐ
溶
け
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

心
の
成
長
も
め
ま
ぐ
る
し
く
、
言
う
こ
と
を

な
か
な
か
聞
い
て
く
れ
な
い
時
期
。
ダ
ダ
を
こ

ね
ら
れ
る
と
つ
い
つ
い
与
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
こ
こ
で
大
人
が
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
、
わ
が
子
の
健
康
を
作
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

☟〝
か
む
力
〞
を
つ
け
る

　

1
歳
4
･
5
か
月
頃
を
過
ぎ
て
奥
歯
が
生
え

た
ら
、
本
格
的
に
か
む
動
作
を
鍛
え
る
時
期
で

す
。
よ
く
か
む
こ
と
で
だ
液
の
量
が
増
え
、
歯

の
汚
れ
が
洗
い
流
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
だ
液
に

は
初
期
の
む
し
歯
を
修
復
す
る
効
果
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
な
歯
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

か
む
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
は
、①
や

や
大
き
め
の
食
べ
物
を
与
え
る
（
前
歯
で
か
み

き
る
よ
う
に
）②
ひ
じ
き
、
し
ら
す
干
し
、
野

菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
歯
ご
た
え
の
あ
る
も
の
を

食
べ
さ
せ
る
③
加
熱
し
す
ぎ
て
軟
ら
か
く
し
な

い
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

★「
か
め
な
い
度
」
診
断

　

子
ど
も
に
こ
ん
な
様
子
が
あ
っ
た
ら
、「
か

め
な
い
度
」
が
高
い
と
い
え
ま
す
！

□
前
歯
で
物
を
か
む

□
食
べ
物
を
口
か
ら
よ
く
こ
ぼ
す

□
飲
み
物
と
一
緒
に
流
し
込
む

□
食
べ
る
の
が
速
い

□
口
の
中
に
物
を
た
め
こ
み
が
ち

　

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を
よ
く
か
ん
で
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
と
、
あ
ご
の
筋
肉
も
発
達
し
、

き
れ
い
な
歯
並
び
に
な
り
、
歯
み
が
き
し
や
す

い
の
で
む
し
歯
予
防
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、正
し
い
発
音
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

よ
く
か
む
こ
と
は
食
べ
物
が
消
化
吸
収
さ
れ
や

す
く
な
る
た
め
、
十
分
な
栄
養
を
と
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

●
歯
の
健
診
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

本
町
は
他
市
町
村
と
比
べ
、
子
ど
も
の
む
し

歯
保
有
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
2
歳
6
か
月
児

歯
科
健
診
を
2
か
月
に
1
回
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
は
も
ち
ろ
ん
、
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
コ
ー
ナ
ー
で
は
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
だ
け
で
な
く
、
希
望
が
あ
る
子
ど

も
に
は
、
む
し
歯
予
防
の
フ
ッ
素
を
無
料
で
塗

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
も
同
時
に
歯

科
診
察
･
指
導
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
わ
が
子
の
こ
と
か
ら
ご
自
身
の
歯
の
健
康

に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
え
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
歯
み
が
き
を
嫌
が
っ
て
、
な
か
な

か
し
て
く
れ
な
い
…
」「
む
し
歯
予
防
が
大
切

な
こ
と
は
分
か
る
が
、
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
良

い
の
?
」
な
ど
、
日
々
頭
を
悩
ま
す
保
護
者
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
子
ど
も

に
応
じ
た
む
し
歯
予
防
の
コ
ツ
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
子
ど
も
の
む
し
歯

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

平成30年10月15日から11月14日までの受付分（敬称略）

ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

婚
結
ご名

区
地

・
名
氏
の
夫

名
氏
の
妻

島
　
田
　
水
田
　
功
祐
・
水
田
　
彩
香

市
　
田
　
足
立
　
知
行
・
足
立
裕
香
子

生
誕
お名

区
地

児
生
出

母
・
父

坊
之
池
　
上
田
　
紘
都
　
芳
樹
・
麻
由

　
〃
　
　
上
田
　
希
紘
　
　
　
〃

佐
　
山
　
松
本
　
望
亜
　
卓
也
・
香
織

佐
　
古
　
小
幡
　
晃
生
　
真
士
・
貴
美

　
〃
　
　
嶋
田
　
秋
斗
　
章
司
・
ち
は
る

　
〃
　
　
嶋
田
　
紅
葉
　
　
　
〃

　
林
　
　
澤
田
　
結
月
　
亮
平
・
詩
織

　
〃
　
　
長
尾
　
柚
季
　
竜
佑
・
沙
也
加

ひ
ろ
と

ま
ひ
ろ

も　

あ

あ　

き

あ
き
と

く
れ
は

ゆ
づ
き

ゆ
ず
き

生
活
習
慣
病
予
防
の
健
康
教
室  

栄
養
編

い
き
い
き
ホ
ー
ル
の

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

む
し
歯
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

献　

血

子育て
おうえん

PART. 9

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

成人歯科健診 20日㈭ 午後1時
　～1時30分 40歳以上の人 歯科医師による健康診査、歯科衛生士による歯みがき指導

離乳食教室 7日㈮ 午前10時
～10時15分

3～10か月児の
保護者（要申込）離乳食の指導、作り方の実習と試食

10か月児健診 18日㈫ 午後1時20分
～1時50分

平成30年
  1月生まれ

医師による健康診査、
離乳・保育・栄養などの指導

乳幼児相談 4日㈫ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

3～4か月児健診 11日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成30年
  8月生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導、ブックスタート

2歳6か月児
歯科健診 20日㈭ 午後1時5分～1時15分

午後2時～2時10分
平成28年5・6月
生まれ

歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

会場は、保健センター（※は、あいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、
必ずご持参ください。 問合せ／子育て支援課

1歳8か月児健診 14日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成29年
  3月生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

12月の母子保健と成人健診

健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

※パパ＆ママ教室
（第1回） 3日㈪

午後1時～1時15分
午後2時～2時10分 おおむね10か月までの

子どもと産婦（要申込）
産前・産後ヨガ、助産師による話

※子育て・発達相談
（あいあいホール
出張相談）

3日㈪
10日㈪
17日㈪

午前9時～
午後4時30分

おおむね中学校

妊婦とその家族（要申込）

卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

保健予防のコーナー
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みんなのひろば
秋の叙勲
まちの内水排除対策に奔走
■旭日双光章／地方自治功労
　元久御山町議会議長

澤野 好夫さん（東一口・７０歳）
　澤野さんは、昭和58年に
町議会議員に初当選以来、国
民体育大会に関わるまちづく
りなどに尽力し、平成の合併
問題のときには、議長として町議会をまとめられました。
　「昭和28年水害の記憶が鮮明に残っている」という澤
野さんは、巨椋池排水機場の建設など、内水排除対策に
も奔走されました。受章に際して思いを尋ねると「いろ
いろなことをやりきったという思いがあります。家族や
地域の人に気苦労をかけましたが、議員時代には、いい
思い出がたくさんつまっています」と議員時代を振り返
られました。

【ばばさき・くにこ】1969年生まれ。「くぬぎ森子」として活動し、
2004年にKIYOMI（飯田聖美）と「劇団虹色どんぐり」を立ち上
げ、子育て支援イベントや町内の行事、こども園、フェスティバル
などで子ども向けの人形劇を披露する。12月15日（土）に京都
市呉竹文化センターで自主公演、人形劇『きつね』を上演する。

ね
。
子
ど
も
た
ち
の
前
で
劇
を
す
る
の
が
楽
し
く
て
、

お
も
し
ろ
く
て
、
汗
だ
く
に
な
る
ほ
ど
、
熱
中
し
て
し

ま
い
ま
す
。

―
―
K
I
Y
O
M
I
に
つ
い
て

馬
場
﨑
さ
ん

友
達
で
あ
り
、
マ
マ
友
あ
り
ラ
イ
バ

ル
で
も
あ
り
ま
す
。
苦
し
い
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
も

一
緒
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。ケ
ン
カ
も
で
す
ね（
笑
）。

ど
ん
底
か
ら
引
き
上
げ
て
も
く
れ
た
私
に
と
っ
て
最

高
の
相
方
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
平
和
や
愛
を
届
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
一
緒
で

す
。

―
―
ど
ん
な
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
か

馬
場
﨑
さ
ん

家
族
で
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

お
し
ば
い
は
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
心
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
で
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

馬
場
﨑
さ
ん

一
人
芝
居
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で

す
。
0
歳
か
ら
2
歳
の
も
っ
と
小
さ
い
子
ど
も
に
も

届
け
ら
れ
る
よ
う
な
一
人
芝
居
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
人
形
劇
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
私
に
し

か
で
き
な
い
世
界
を
表
現
で
き
な
い
か
、
見
つ
け
て

い
き
た
い
し
、
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

♪

■
自
主
公
演 

人
形
劇
『
き
つ
ね
』

日
　
時
／
12
月
15
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
（
午
後
1
時
か
ら
開
場
）

場
　
所
／
京
都
市
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
創
造
活
動
室

料
　
金
／
1
8
0
0
円（
一
般
）

　
　
　
　

1
8
0
0
円（
親
子
ペ
ア
※
5
歳
以
上
〜
小
学
生
）

　
　
　
　

1
0
0
0
円（
中
高
生
）、5
0
0
円（
小
人
）

申
　
込
／
カ
ル
テ
ッ
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
へ

問
合
せ
／
劇
団 

虹
色
ど
ん
ぐ
り

　
　
　
　

☎
0
9
0（
8
1
9
9
）1
5
5
5

―
―
人
形
劇
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は

馬
場
﨑
さ
ん

小
劇
場
で
劇
を
し
て
い
た
と
き
に
児

童
演
劇
に
出
演
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
素
直
な
反
応
を
見
て
「
児
童
演
劇
を
仕
事
に

し
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
人
形
劇
に
出
会

い
ま
し
た
。

―
―
人
形
劇
以
外
の
活
動
は

馬
場
﨑
さ
ん

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
も
昔
か
ら
や
っ
て
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
振
り
付

け
の
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
舞
台

に
客
演
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
劇
団
虹
色
ど
ん
ぐ
り
結
成
の
経
緯
は

馬
場
﨑
さ
ん

私
は
1
人
で
虹
色
ど
ん
ぐ
り
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
相
方
の

K
I
Y
O
M
I
は
「
人
形
劇
団
京
芸
」
と
い
う
劇
団

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
が
な

い
中
で
1
人
で
で
き
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
と
き

に
、
K
I
Y
O
M
I
が
フ
リ
ー
に
な
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
K
I
Y
O
M
I
に
声
を
か
け
、

2
人
の
劇
団
と
し
て
「
劇
団
虹
色
ど
ん
ぐ
り
」
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

馬
場
﨑
さ
ん

大
人
に
は
劇
の
内
容
が
分
か
っ
て

も
、
子
ど
も
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

小
さ
い
子
ど
も
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
内
容
を
噛

み
砕
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
動
物
や
小
さ
い

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
役
に
な

れ
る
の
が
人
形
劇
の
だ
い
ご
味
な
の
で
、
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
意
識
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
人
形
劇
を
や
っ
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

馬
場
﨑
さ
ん
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
」「
よ
か
っ
た

よ
」
と
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
劇

が
終
わ
っ
て
も
主
題
歌
を
歌
っ
て
い
た
り
ス
ト
ー
リ
ー

を
あ
れ
こ
れ
話
し
て
く
れ
た
り
す
る
と
う
れ
し
い
で
す

活動の成果を披露

町民文化祭
　11月3日・4日に、町民文化祭
を開催しました。今年は3日約
2,500人、4日約3,500人、のべ
6,000人が来場しました。出演
の部では、コンベンションホール
につめかけた来場者が、軽音楽
やダンスなどを楽しみました。ま
た、出展・出品の部では、さまざ
まな団体が模擬店を出したり、
作品を展示したりなどし、来場者
が足を止めていました。

①太極拳サークルが迫力ある演技を
披露②うどん作りに挑戦！③真多呂人
形と書道展示④展示品の説明を聞く
来場者

秋の叙勲
道路交通網の発展などに尽力
■旭日双光章／地方自治功労
　元久御山町議会議長

林    勉さん（田井荒見・７０歳）
　林さんは、昭和62年に町
議会議員に初当選。大型道路
対策特別委員会の副委員長
として、まちの道路交通網の
発展などに尽力されました。また、在任中は町議会議長
を2回経験し、人とのやりとりを学びました。
　議員時代意識していたことについて、林さんは「自分
は何のために選挙に出たのかを常に考えていました。議
員として、地域と行政との“つなぎ役”になるようにして
いました」と話します。受章に際して林さんは「名誉ある
章を受章できたのも周りの皆さんのおかげです」と感謝
の意を口にされていました。

＜役者＞
馬場﨑 久仁子さん（49歳）

あいあいホールで人形劇を披露する
馬場﨑さん（4月28日）

くみやま人
―くみやまヒーロー・リサーチ部― Vol.11

劇団 虹色どんぐりから
子どもたちに
平和と愛を届けたい

①

③④ ②



環境保全のコーナー 12月のごみ・し尿収集日
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燃やすごみ

月・木
佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、
下津屋サンハイツ、島田、東島
田、森、坊之池、野村、村東

火・金

松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、栄１・２丁目、栄
３・４丁目、ハイツ西宇治、清水、
林、西武西林、ミサワ林、大橋
辺、北川顔、藤和田、近協パレ
ス、中島、西一口、東一口、相島、
下津屋団地、東佐山団地、久御
山団地（17 棟～ 29 棟前のごみ
集積所）

水・金
久御山団地（３棟～５棟、７棟、
10 棟 ～ 14 棟、34 棟 ～ 41 棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ

月
松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、大橋辺、北川
顔、藤和田、近協パレス、中島、
西一口、東一口、相島

火 佐古、新開地、佐山、籾池、双
栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木
栄１・２丁目、栄３・４丁目、清
水、ハイツ西宇治、林、西武西
林、ミサワ林

金
田井、荒見、下津屋、下津屋
サンハイツ、下津屋団地、島
田、東島田、坊之池、森、野村、
村東

プラマーク製品

月
栄１・２丁目、栄３・４丁目、清
水、ハイツ西宇治、林、西武西
林、ミサワ林

火
田井、荒見、下津屋、下津屋サ
ンハイツ、下津屋団地、島田、東
島田、坊之池、森、野村、村東

水 東佐山団地、久御山団地

木
松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、大橋辺、北川顔、
藤和田、近協パレス、中島、西
一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間

大型ごみ

リサイクルごみ
ペ ッ ト ボ ト ル
紙 パ ッ ク

缶 類
び ん 類

12月 5日（第1水曜日）
12月19日（第3水曜日）
1月 2日（第1水曜日）は収集はありません
1月16日（第3水曜日）

12月12日（第2水曜日）
12月26日（第4水曜日）

1月 9日（第2水曜日）

＊年末年始は、特別収集をします。収集日をご確認ください。
　収集時間は通常と異なる場合がありますのでご注意ください。

燃やすごみ
燃やさないごみ
プラマーク製品

～28日㈮
29日㈯
30日㈰
31日㈪～

通常どおり収集します 通常どおり収集します

通常どおり収集します

通常どおり収集します

全地域収集
全地域収集

通常どおり収集します
１月３日㈭
１月４日㈮

（月・木）コースを臨時収集します１月５日㈯
１月６日㈰
１月７日㈪～

収集はありません

収集はありません

収集はありません

収集はありません

通常どおり収集します
使用済み天ぷら油
12日（第 2 水曜日）

　年末の大型ごみ（有料）の収集は、12月27日㈭が
最終日です。年始は、1月10日㈭から収集します。
　予約受付は、年末は30日㈰まで、年始は1月4日㈮
からです。ただし、予約状況により1月10日㈭以降
に収集する場合もあります。

で
き
て
省
エ
ネ
▼
鍋
料
理
の
具
材
に
根
菜
類
等
を

入
れ
れ
ば
体
を
内
側
か
ら
温
め
る
効
用
が
あ
り
一

層
効
果
的
▼
鍋
料
理
の
具
材
を
「
地
産
地
消
」
に

こ
だ
わ
れ
ば
、
流
通
過
程
で
発
生
す
る
C
O
２
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
室
内
で
の
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

　

▼
室
内
の
熱
の
約
50
％
は
、
窓
か
ら
流
出
し
て
い

き
ま
す
。
断
熱
シ
ー
ト
や
二
重
サ
ッ
シ
、厚
手
の
カ
ー

テ
ン
等
を
活
用
し
窓
か
ら
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
ょ
う
▼
暖
か
い
空
気
は
、
室
内
の
上
部
に

集
ま
り
ま
す
。
空
気
を
循
環
さ
せ
効
率
の
良
い
暖

房
を
心
が
け
ま
し
ょ
う　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

■
服
装
か
ら
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

　

マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
、
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
を

使
っ
て
、
太
い
血
管
が
通
っ
て
い
る
部
分
を
暖
め

ま
し
ょ
う
。
冷
え
性
の
改
善
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
軽
く
て
暖
か
い
機
能
性
素
材
を
使
っ
た
服
や

下
着
の
活
用
も
効
果
的
で
す
。

■
食
べ
物
か
ら
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
鍋
料
理
。
み
ん
な
が
一
つ
の
部

屋
に
集
ま
っ
て
鍋
料
理
を
楽
し
む
と
、

　

▼
他
の
部
屋
の
暖
房
や
照
明
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
わ
ず
に
す
み
省
エ
ネ
▼
鍋
か
ら
の
加
湿

効
果
で
体
感
温
度
が
上
が
り
部
屋
の
暖
房
も
緩
和

　

日
本
は
、
2
0
3
0
年
度
に
向
け
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
2
0
1
3
年
度
と
比
べ
て
26
％
削

減
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
省

は
冬
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
暖

房
時
の
室
温
を
20
℃
で
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ

る
C
O
２
削
減
に
効
果
的
な
だ
け
で
な
く
、
電
気

代
節
約
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
少
し
見
直
し
、
家
庭
や
オ

フ
ィ
ス
で
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

町公共機関電話番号等
久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

075（632）5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保健康課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

図 書 館 ☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

075（631）6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

新市街地整備室☎ 631-9903/45-3904
shigaichi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

まちの駅クロスピアくみやま
☎ 075（632）2300 075（632）2001

健康センター いきいきホール
☎ 0774（41）3466 0774（44）1199
体育協会（総合体育館内）
☎ 0774（44）2205 0774（44）2203

ふれあい交流館 ゆうホール
☎ 0774（45）0002 0774（46）5610

地域包括支援センター
☎ 075（631）0033 075（631）0132

総合体育館
☎ 0774（44）3700 0774（44）2203

老人福祉センター 荒見苑
0774（44）3405 0774（44）7801☎

子育て支援センター あいあいホール
0774（41）2263 0774（41）2283☎

社会福祉協議会
☎ 075（631）0022 075（632）3001

みまきこども園 ☎・　 075（631）4531

さやまこども園 ☎・　 0774（43）8644

とうずみこども園 ☎・　 0774（44）4966

みまきこども園分園 ☎・　 075（631）2475

とうずみこども園分園 ☎・　 0774（43）4906

中央公民館
075（631）1000 075（632）0031☎

11月1日現在  久御山町の人口 16,112人（男8,002人、女8,110人）　世帯数7,037

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

し尿

　年末年始前後の臨時収集（有料）の
予約をするときは、受付件数に限り

がありますので、お早めの連絡をお
願いします。
　また、し尿収集に関するお問い合
せ･受付は、平日の午前8時30分から

午後5時15分まで、年末は12月28日
㈮まで、年始は1月4日㈮からです。
問合せ／城南衛生管理組合業務課

☎075（631）5171

年末年始のし尿収集

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土・日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

12月18日㈫ 12月19日㈬

　

不
要
に
な
っ
た
古
紙
･
古
布
等
は
、
分
別
し
て

地
域
の
集
団
回
収
や
古
紙
回
収
業
者
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
自
治
会
や
子
供
会
な
ど
が
行
う
古
紙
・

古
布
等
の
集
団
回
収
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
／
営
業
を
目
的
と
せ
ず
、
古
紙
類
を
定
期

的
・
継
続
的
に
資
源
回
収
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と

が
で
き
る
団
体
（
毎
年
、
事
前
に
団
体
登
録
が
必

要
）　

対
象
古
紙
類
／
新

聞
紙
･
雑
誌
･
段
ボ
ー
ル

･
古
布
（
ウ
エ
ス
）･
雑

紙　

補
助
額
／
回
収
量
1

㎏
あ
た
り
5
円　

問
合
せ

／
環
境
保
全
課

全
て
満
た
し
て
い
る
人
。

　
　

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計
を

営
ん
で
い
る
こ
と
②
町
税
及
び
水
道
料
金
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
④

費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
他
に
、
返
済
能
力

の
あ
る
連
帯
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と

■
融
資
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で
1
0
0

万
円
以
内
（
1
万
円
単
位
）

■
融
資
期
間
／
84
か
月
（
7
年
）
以
内
（
6
か
月

単
位
）

■
融
資
利
率
／
年
利
1.0
％

■
償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還

■
利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年
間

を
限
度
に
全
額
補
給
し
ま
す

■
申
込
／
工
事
契
約
時
に
、
排
水
設
備
指
定
工
事

業
者
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

　

町
で
は
、
公
共
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
地
域
の
ご
家

庭
が
、
既
設
の
便
所
を

水
洗
便
所
に
改
造
す
る

な
ど
排
水
設
備
工
事
を

す
る
と
き
に
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
、
町
内
の

金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
に
よ
り
融
資
を
受
け
た
人
に

対
し
、
そ
の
融
資
に
係
る
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

■
融
資
対
象
工
事
･
条
件
／
供
用
開
始
後
に
新
築

す
る
建
物
で
な
い
こ
と
。
ま
た
、
官
公
署
及
び

法
人
以
外
の
も
の
で
、
次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、暖
房
利
用
に
よ
る
C
O
２
を
削
減
し
よ
う

便
所
水
洗
化
改
造
資
金
を
融
資

●
5
年
間
、全
額
利
子
補
給

古
紙
・
古
布
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
補
助
金
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この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

vol.239 豆腐と野菜のサラダヘルシークッキング

　日本人はカルシウムの摂取量が不足していま

す。小松菜と木綿豆腐に、チーズやスキムミル

クなど乳製品を加え炒めることで、カルシウム

が豊富な一品となります。骨粗しょう症やロコ

モティブシンドローム対策に最適です。

久御山町食生活改善推進員協議会「久味の会」

作り方
①　豆腐は水切りをし、一口

大にちぎる。長ねぎは斜
め切り、にんじんは短冊
切り、小松菜は5cmの長
さに切る。

②　フライパンにごま油を熱
し、豆腐を焼き付ける。空
いている部分で、長ねぎ、
にんじんを炒める。

③　豆腐がきつね色になり、
野菜がしんなりしたら、塩、
こしょうで味を調える。小
松菜を加えてさらに炒め、
色が変わったらスキムミ
ルクと溶けるチーズを加
える。

④　卵を溶き、③に回し入れ
て、半熟状になったら火
を止める。

エネルギー　135キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.8 グラム

木綿豆腐 ………………150ｇ
長ねぎ …………………1/2本
にんじん ………………1/2本
小松菜 …………………200ｇ
ごま油 ………………大さじ１

塩 …………………小さじ1/3
こしょう…………………少々
スキムミルク ………大さじ１
溶けるチーズ……………40ｇ
卵…………………………１個

●材料（4人分）

　

今
月
号
は
5
年
に
1
度
の
総
合

防
災
訓
練
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し

た
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
訓
練
の

様
子
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、

訓
練
の
最
後
に
は
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
た
だ
き
「
く
み
や
ま
の

人
は
温
か
い
！
」
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
▼
取
材
で
は
た
く
さ
ん
の

写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
が
「
そ
の

人
の
1
0
0
㌫
の
顔
を
引
き
出
す

の
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い
」
と
思
い

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
必
要

で
す
▼
今
月
の
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
、
先
月
号
（
11
月
号
）
の
表

紙
の
写
真
を
く
だ
さ
い
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
折
の
こ
と
で

す
。
写
真
を
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ

「
家
宝
に
す
る
わ
！
」
と
言
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
冗
談
半
分
の

言
葉
で
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
最

高
の
言
葉
を
言
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
ジ
ー
ン
と
き
て
し
ま
い
ま

し
た
▼
広
報
紙
に
掲
載
し
た
写
真

は
、
印
刷
を
し
て
お
渡
し
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ご
要
望
の
際
は
、

役
場
3
階
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

来
庁
が
困

難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

総
務
課  

秘
書
広
報
係  

繁
光

編
集
後
記

か
ず
き

吉
山
　
和
希
ち
ゃ
ん
（
1
歳
7
か
月
）

自
動
車
大
好
き
。

い
つ
も
ミ
ニ
カ
ー
で
遊
ん
で
い
る
よ
。

き
い
ち

え
　
ま

小
林
　
暉
都
・
笑
眞
ち
ゃ
ん

（
３
歳
・
10
か
月
）

オ
モ
シ
ロ
き
い
ち
ゃ
ん
と
す
ぐ
笑
う
エ
マ
。

笑
い
あ
り
、涙
あ
り
の
楽
し
い
日
々
を
あ
り
が
と
う
♡

【対象】町内在住の小学生まで
のお子さん【応募方法】メール
タイトルを「わがやのアイドル応
募」とし、写真を添付。本文に⑴
お子さんの氏名（ふりがな）、⑵
生年月日、⑶保護者の氏名、⑷住
所、⑸電話番号、⑹お子さんへの
コメント（30字程度）を記入し、
somu@town.kumiyama.lg.jp
（総務課秘書広報係）へお申し
込みください。

くみやまっ子の
　　元気な笑顔を募集！

わがやのアイドル ～くみやまっ子登場！！～
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